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インターネットはもとより，携帯電話を中心としたモ

バイルネットワークの利用が急速に拡大してきている。さ

らにこれらのネットワーク（以下単にネット）を利用し

た電子商取引は，オンラインでの旅客交通チケットの購

入や証券の取引など，既にビジネスの拡大フェーズに入っ

ており，電子商取引の基盤となるサービスとして，ネッ

ト決済サービスに注目が集まってきている。

このような状況の中で沖電気は，電子決済における技

術開発を進めてきた1）。従来のSET技術2）をベースに利便

性を実現するためのサーバ管理型SET決済技術（サーバ

ウォレット，サーバPOS）は，安全で便利な決済を実現

するために有効な手段として注目されている。

また，沖電気は，この技術を利用した決済サービスの

提供ニーズに対応して，2000年6月に株式会社ペイメン

トファーストを設立した。ペイメントファーストは，消

費者に対する「ウォレットサービス」と，商品を販売す

る企業（以下，店舗）を対象とする「POSサービス」を

提供する。

本稿では，ペイメントファーストの提供する決済サー

ビスの概要，メリット，応用について示す。

（1）決済スキーム

ペイメントファーストは，図1に示すビジネススキーム

に従い，サービスを提供する。ペイメントファーストは，

消費者が決済を指示するために必要となるウォレット機

能と，店舗が消費者にネット決済を利用してもらうため

に必要となるPOS機能をASP（Application Service

Provider）サービスとして提供する。

消費者は，ネットを経由して店舗に対し商品の注文を

行った後に，このウォレット機能を利用して，店舗のPOS

に対し決済の指示を出す。店舗は，POS機能を利用して，

この指示を自店舗が加盟している銀行（あるいはクレジッ

トカード会社）の決済ゲートウェイに送信し，この消費

者からの決済指示を承認してもら

う。実際の料金の移動は，銀行，ク

レジットカード会社における従来

の資金移動で行うことになる。

これらの決済の流れは，注文に

ネットを利用しているだけで，実

店舗でクレジットカードやデビッ

トカードを利用した決済と類似し

ている。

（2）安全性の実現

ネット決済では，表1に示すよう

な様々なネット犯罪に対し十分な

安全性を保証する必要がある。

ペイメントファーストは，これ

らの犯罪に対応できるよう設計さ

れ日本インターネット決済推進協

議会などでその標準化が進められ

ているSET V1.0に準拠したサービ
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スを行っている。

また，利用者の情報を管理するサーバウォレットは，犯

罪を防止する高いセキュリティ環境（ファシリティ，ネッ

トワークなど）で運用される。

（3）利便性の実現

消費者は，以下の決済が可能となる。

・様々な利用チャネル

PCからの利用では，CD-ROMで配布されるウォレッ

トソフトをPCにインストールしてから利用する従来型の

SET方式と異なり，サーバで提供されるウォレット機能

を利用する。サーバの利用は広く使用されている一般の

ウエブブラウザ（以下ブラウザ）から行う。

また，ネットアクセス可能な携帯電話から，PCと同じ

ウォレットを利用することができる。

・簡単な操作

決済利用インタフェースは，ブラウザの機能を利用し

て実現されているため，ブラウザによる情報アクセスと

同程度の容易さで利用できる。

消費者が，ペイメントファーストの決済サービスを利

用するためには，①ウォレットへの利用登録を行う②利

用するという2つのステップを踏む。①の利用登録は決済

を利用する前に一度だけ行えば良い。

（1）登録

ウォレットの利用登録は以下の手順で行う。

①利用申込

消費者は，ウォレットを利用するために利用申込を行

う必要がある。利用申込は，消費者が口座を持つ金融機

関やクレジットカード会社などに対して行う。申込に応

じて，利用するための識別番号（ID）やパスワードなど

を取得すると共に，金融機関から証明書（ネット上の

キャッシュカードとして位置付けられる情報）を取得す

るための準備ができることになる。

②利用登録

取得したIDとパスワードを利用して，ウォレットの利

用登録を行う。後にサポートを受けるための住所や電話

番号などの入力を行うと共に，金融機関から提供される

証明書をウォレットに登録する。

③ウォレット利用モジュールのダウンロード

利用登録したウォレットを利用するためのモジュール

（100キロバイト程度）をダウンロードする。

①～③の作業は，金融機関のセキュリティポリシ（例

えば，証明書を取得するための準備をオンラインで実行

するかどうか）にも依存するが，ペイメントファースト

のサービスとしては，すべてオンラインで実施可能とし

ている。また，携帯電話からの利用では③を必要としな

い。

（2）利用

これらの作業を一度行うだけで，図2に示すような決済

が可能となる。また，一度，PCで登録を行うと，同じID，

パスワードで，図3の様に携帯電話からも同じウォレット

を利用して決済できるようになる。

（3）サービスのメリット

このウォレットサービスを利用した消費者メリットは

以下の通り。

・同じ方法で決済可能

決済利用のインタフェースは，サーバウォレットが提

供するため，このスキームの決済サービスを利用する消

ウォレットサービスの利用
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費者はどの店舗でも，どの決済機関でも同じ方法で決済

できる。

・複数の店舗でのリピートした購入に便利

従来の決済では，クレジットカード番号を，決済ごと

に入力したり，店舗ごとに登録したりする必要があった。

本サービスでは，決済をするための情報をウォレットが

保管するため，複数の店舗で繰り返し商品の購入を行う

場合に，何度も入力しなおす必要が無く便利である。

・決済履歴

消費者が指示した決済は，ウォレット内部に決済履歴

として保管される。このため，何時，どの店舗で何を購

入したか，決済はうまく承認されたかなど，確認できる。

また，消費者は，PCおよび携帯電話から同一のサーバ

ウォレット上のウォレットを利用するため，ウォレット

内部に蓄積される履歴は一元管理されることになる。

店舗は，自店舗のモールシステムに

POSシステムを導入する代わりに，ペイ

メントファーストのPOSサービスを受け

ることができる。

（1）利用

POSサービスは以下の手順で利用する。

①利用申込

POSサービスを受けるために，ペイメ

ントファーストにサービスの利用を申し

込むと同時に，銀行やクレジットカード

会社などの決済機関と加盟店契約を結ぶ。

ペイメントファーストは，店舗ごとに

POSを利用するためのアカウントを準備

する。

②接続プログラムの開発

POSサービスは，ネットを経由して，店舗システムよ

り呼び出すことになる。店舗システムの構築者は，ペイ

メントファーストの提供するAPI（App l i ca t ion

Programming Interface）に従い，決済処理を呼び出す

ための200～300行程度の簡単なプログラムを開発する。

③店舗証明書の取得

①②の準備が完了した後，店舗を証明するための証明

書を決済機関から取得する。

④接続試験

一連の作業後に，決済提供のための試験を行う。

①～④が完了すると，消費者からの決済を受け取る準備

が完了することになる。

（2）サービスのメリット

ペイメントファーストのPOSサービスを利用すること

POSサービスの利用
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により，店舗は以下のメリットを得ることになる。

・短期間で決済の運用が可能

システムとして安定稼動しているサーバPOSを利用す

るため，自前でPOSシステムを構築するより短期間で決

済を提供できるようになる。

・設備コスト

POSシステムを自社で導入する場合と比較して，設備

コストを低減することができる。

・将来のマイグレーションパス

トランザクション数が拡大したときには，サーバPOS

を自社専用サーバとして導入（ハウジングサービスの利

用）することも可能である。この場合，コストのかかる

店舗システムの再構築を必要とせず，設定と試験のみで

移行が可能となる。

・安全性

サーバPOSは，セキュリティの確保されたデータセン

タ内で運用される。店舗サーバが比較的セキュリティの

低い環境下で運用されても，高い安全性を必要とする決

済部分は安全に運用されるため，リスクの少ない店舗運

用が可能となる。

ペイメントファーストのサービスは，PCからの商品購

入のみならず，様々な場面に応用できる。

（1）料金請求との連動

様々な月額料金の支払いをネットで行うことにより，明

細書の送付料，消し込み作業費用などを低減するEBPP

（Electronic Bill Presentment & Payment）システムが

注目されている。明細書を電子メールで送付し，それに

継続して，決済を行うことになる。以下の通り。

①支払いサーバの準備

月々の支払い料金を管理するサーバを用意し，支払い

伝票番号に従い支払う金額を検索可能にする。

②電子メールによる請求

予め申込時に登録されている，消費者の電子メールに，

①のサーバへリンクされたURLと，伝票番号を添付して

請求書として送信する。

③オンラインでの支払い

消費者は，電子メールにより請求書を受け取り，その

URLをたどり，支払いサーバにアクセスし，そこで請求

されている金額をサーバウォレットを経由して支払う。

（2）既存メディアとの連動

商品の選択などは，従来の紙カタログやテレビ番組で

行い，商品の注文と支払いのみを携帯電話から行うよう

にすることで，PCの操作に不慣れな消費者に電子商取引

を行ってもらうことも可能である。以下の通り。

①カタログ，テレビなどによる商品の提示

従来のメディアにより，商品の情報と商品番号を消費

者に通知する。

②商品番号の入力

消費者は，携帯電話から店舗にアクセスし，商品番号，

送付先などを入力して商品を注文する。

③オンラインでの支払い

さらに連続して，携帯電話からサーバウォレットを使

用して支払いの指示を行う。

（3）実店舗での決済利用

携帯電話からの支払いが可能になることにより，ネッ

ト上の店舗のみならず，実店舗での支払いも可能となる。

実店舗での支払いで，店舗からの料金の請求に対し，以

下の手順で料金を支払う。

①店舗での請求

店舗での会計などを行った後，支払い先のURLなどを

消費者に通知する。携帯電話などに，短距離の通信機能

でこれを通知する方法が実現されれば，より便利になる。

②ネット経由での支払い

通知された情報に従い，携帯電話からネット経由で支

払いを行う。

ペイメントファーストの提供する決済サービスについ

て，その基本機能とメリットについて示し，さらに，実

店舗での決済への応用方法について示した。ペイメント

ファーストのサービスは，アイデア次第で，様々な展開

が可能である。

今後，ウォレット利用端末の拡大など，利便性をさら

に向上させ，より使い易い決済サービスとしていく予定

である。 ◆◆
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